
2025年度以降入学者対象 

 

 

全学共通カリキュラム 

 

《教育目標》 

・建学の理念・教育理念について理解を深める。 

・専門領域を超えて幅広い視点から考える姿勢を養う。 

・女性の自己確立の基盤となる知識・能力を身につける。 

・国際化の時代を生き抜く学びの基礎的技能を身につける。 

・21世紀の高度情報化社会に対応できる能力を身につける。 
 

《構成》 幅広い視野と深い識見を養い、現代の諸問題に向き合う判断力を身につける「リベラル・

スタディーズ」、国際化の時代に地球市民として生きる、その必須の基礎学力である外国語の運

用能力を身につけ、さらに専門分野の学びに資する応用力を涵養する「グローバル・シティズン

シップ・スタディーズ」、情報社会を生きる現代人に必須の基礎学力、教養として、AI・データ

サイエンス、情報リテラシーに関する基礎的素養を身につける「AI・データサイエンス・スタ

ディーズ」の３つの科目群を設け、「リベラル・スタディーズ」には知のかけはし科目、女性の

生きる力科目、キリスト教学科目、「グローバル・シティズンシップ・スタディーズ」には

Global Citizenship Program科目、第一外国語科目、第二外国語科目、ギリシア語・ラテン語科

目、「AI・データサイエンス・スタディーズ」にはAI・データサイエンス科目を設置し、全人的

成長、教養人としての資質の向上を目指します。 
 

《必修科目及び単位数、履修年次》 

全学共通カリキュラムの必修科目及び単位数、履修年次は、以下のとおりです。 

 必修 

単位数 
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 

リベラル・スタディーズ 

知のかけはし

科目 
8単位 

知のかけはし科目の必修 8単位には、以下の①②の 3科目 6単位を含める。 

①人文社会横断型 A～Zから 2科目 4単位 

②自然科学包含型 A～Iから 1科目 2単位 

女性の生きる

力科目 
1単位 女性のウェルネス・身体運動  

キリスト教学

科目 
4単位 キリスト教学入門Ⅰ・入門Ⅱ  

グローバル・シティズンシップ・スタディーズ 

GCP科目 ※2年次以降は Global Citizenship Program登録者のみ履修可能 

第一外国語科

目 

10単位 

 

Academic Discussion Skills A・B  

Academic Reading Skills A・B 

Academic Writing Skills I・II 

Exploring 

Content: 

Listening/ 

Speaking A･B 

Reading/Writi

ng A・B 

 

第二外国語科

目 
3単位 

ドイツ語初級・フランス語初級・スペイン語初

級・中国語初級・韓国語初級 から 1か国語 
 

ギリシア語・

ラテン語科目 
※必修ではありませんが、履修を勧めます。 

AI・データサイエンス・スタディーズ 

AI・データサ

イエンス科目 
4単位 DS・ICT入門 I・II  
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知のかけはし科目 

知のかけはし科目では、研究領域の異なる 2 名の教員が 1つのクラスを担当します。学問領域の違い

を越えた対話や議論を通して新しい知見や創造的な視座を確立し、社会を再構築する力を修得するこ

とを目的としています。すべての授業回での教員同士または教員と学生、または学生間の議論から多

様性と相互理解の重要性を理解し、そこから現代的課題への創造的な解決策を追求します。「人文社

会横断型 A～Z」科目では、人文科学や社会科学という既存の学問枠組みでは解決できない現代的課題

を複眼的に分析します。「自然科学包含型 A～I」科目では、従来の文系／理系を越える多角的視野か

ら考察します。 

 

《教育目標》 

 

 

 

 

 

《必修科目》人文社会横断型 A～Zから 2科目 4単位、自然科学包含型 A～Iから 1科目 2単位を含め

4科目 8単位を必修とする。 

 

《履修に関する助言》知のかけはし科目では、対話や議論を通して新しい知見や創造的な視座を確立

することを目指すことから、学部の4年間を通して必修8単位を修得していきます。1・2年次は既修得

単位を含め3科目6単位まで、3年次は4科目8単位まで履修することができます。また、4年間で履修で

きるのは最大5科目です。 

必修8単位の中に、自然科学包含型2単位（1科目）が必要になるので注意しましょう。 

各年次において履修できる単位数が決まっていますから、計画的に履修を進めましょう。 

 

5科目     最大5科目まで履修可能 

4科目      

必修4科目8単位には、 

  人文社会横断型2科目4単位以上および 

  自然科学包含型1科目2単位以上を含めること 

3科目     

2科目     

1科目     

 1年次 2年次 3年次 4年次  

  
1・2年次の間は合わせて最大3科目6単位まで履

修可能 

 

 

女性の生きる力科目 
 

《教育目標》 

・女性学の知識やジェンダー的視点から、社会・文化・歴史の諸相を理解する。 

・女性の自立的社会参加の基盤となる識見を養うことにより、現代の諸問題に向き合い、解決

する能力を身につける。 

・女性の生涯の健康を支える基礎知識・手法を習得し、心身コンディショニング力や自己管理

能力を養う。 

・身体運動・スポーツについての理解を深め、実践を通して身体運動能力の向上をはかる。 

・自分の常識や専門を共有しない他者と対話し相互理解を深める能力を身につける。 

・学問領域の違いを越えた対話や議論、文理双方の学びを交差的に経験することにより、

新しい知見に開かれた態度を身につける。 

・教員とともにオープンな態度で学び続ける知の共同体に参加することによって、 

卒業後も持続する学びへと導かれ、イノベーティヴに社会を再構築する力を習得する。 
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《必修科目》 １年次に「女性のウェルネス・身体運動」1 科目 1 単位が必修です。この科目では、

女性の健康を支える基礎的な知識と方法論を理論と実践から習得します。 

 

《選択科目》 1年次から「女性学・ジェンダーを学ぶ」、「女性のキャリア形成」、「女性と社会」、「女

性のウェルビーイング」などの科目を通して女性学・ジェンダーの視点から社会・文化・歴史の諸

相に触れることができます。プレゼンテーションやグループワークをとおして起業家の視点を養う

「女性の起業」や、英国ケンブリッジ大学ヒューズホールでリベラルアーツを学ぶ「ケンブリッジ

教養講座」など特徴的な学びを提供する科目もあります。そのほか、女性の心身コンディショニン

グ力や自己管理能力を学ぶ科目や、スポーツ、フィジカルエクササイズ、身体表現等をおこなう実

習科目も多数用意しています。 

 

《履修に関する助言》 女性の生きる力科目は、「女性のウェルネス・身体運動」を除き必修科目とし

て課されるものではありませんが、広い識見や、問題解決能力を養い、ひいては将来のキャリアを

主体的に構築し続ける力を育成するために役立つ科目です。アクティブ・ラーニング科目やキャリ

ア科目、グローバル科目など特徴的な学びを取り入れた科目を数多く取り揃えていますので、全学

共通カリキュラムハンドブック末尾のカリキュラムマップを参考にしながら、積極的に履修してく

ださい。 

 

キリスト教学科目 
 

《教育目標》 

・キリスト教精神に基づいた建学の精神を理解する。 

・聖書、歴史、思想、文化などの観点からキリスト教の理解を深める。 
 

《必修科目》 1年次に「キリスト教学入門I」、「キリスト教学入門Ⅱ」の2科目計4単位を修得します。

この2科目では、本学の歴史や、建学の精神であるキリスト教とその土台である聖書の内容を学びま

す。 

  

《選択科目》 キリスト教学科目には、「キリスト教学入門 I/Ⅱ」を履修した人が、キリスト教をめ

ぐる様々なテーマ（聖書、倫理、歴史、思想、文化、諸宗教、芸術、音楽等との関わり）を学ぶ選

択科目が 10科目あります。 

  

《履修に関する助言》 キリスト教学は、単に聖書の知識を学ぶだけではなく、人間観、生命観、   

世界観、倫理など現代の諸問題と深く関っています。学問としてキリスト教を学ぶことを通して、

世界や人生について真剣に考え、取り組む姿勢を学ぶようにしましょう。 

 

Global Citizenship Program科目 
 

《教育目標》 

・現代的問題や専門分野に関する興味や疑問について、英語力を駆使してグローバルな視点から調

査や情報収集を行い、多様な価値観や考え方を身につける。 

・海外留学を経験することにより異文化理解、対話力、課題解決力を育成し、地球市民として将来

の社会経済文化活動の場において、個々の能力を最大限発揮する力を習得する。 
 

 

《必修科目》 ２年次前期に「Global Liberal Arts A,B」（それぞれ週２回、２単位）、「Study Abroad 

Preparatory English」（１単位）を履修し、２年次後期から３年次前期にかけての協定校留学（英

語圏）での学修につなげます。（時間割上制約がある場合などは、「Global Liberal Arts A,B」は４

年次前期に履修することもできます。）留学先で取得した単位は、各学科の専門科目として個別認定

されるもの以外はSA-based Global Englishとして認定されます（４単位必修、１７単位まで）。帰

国後、３年次後期は「Post-SA Research Seminar」（２単位）、４年次には「Global Citizenship 
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Workshop I,II」（２科目４単位）が必修です。  

  

《選択必修科目》 入学時の TOEIC®で基準を超えるスコアを取得した学生は、１年次に「Integrated 

English Aまたは B」「Integrated English Cまたは D」「Global Studies Seminar A」および「Global 

Studies Seminar B」の４科目６単位が必修として課せられます。  

  

《履修に関する助言》 「Integrated English A or B, C or D」、「Global Studies Seminar A, B」 

を履修することによって、英語圏の大学の授業の量と質に慣れることができます。これらの科目を

履修することになった学生は、ぜひ２年次から始まる Global Citizenship Programを目指してく

ださい。これらの科目を通じて留学のために必要な IELTSのスコアの取得をめざし、協定校留学の

出願に向けて準備をすることもできます。 

  一方、「Integrated English」、「Global Studies Seminar」を履修するための TOEIC®のスコアは

獲得できなかったという場合も、第一外国語必修科目「Academic Reading Skills A,B」「Academic 

Reading Skills A,B」「Academic Writing Skills I,II」で英語力を高め、２年次から始まる Global 

Citizenship Programを目指すことができます。その他、第一外国語（英語）の選択科目を積極的

に履修し、英語力を高めてください。 

 

第一外国語科目 

《教育目標》 

・国際的に共通語として使われることの多い英語を用いたコミュニケーション能力を伸ばす。 

・読む、聞く、話す、書くの４技能のいずれに於いても運用能力を伸ばし、英語の受信・発信がで

きる力を養う。 

・Interaction、Informative writingなど、使用される状況に応じた英語を使い分ける能力を育

てる。 

・専門分野の学習につながる英語力の基礎を培うとともに、社会における活動に役立つ思考力・応

用力を身につける。 
 

 

《必修科目》 １年次と２年次に10科目計10単位が必修として課せられています。１年次では

「Academic Discussion Skills A/B」「Academic Reading Skills A/B」「Academic Writing 

Skills I/II」の６科目計６単位が必修です。２年次では「Exploring Content: 

Listening/Speaking A/B」「Exploring Content: Reading/Writing A/B」の４科目計４単位が必修

です。１年次、２年次ともに学習効果を高めるために、プレイスメントテストの成績によるクラ

ス編成を行っています。 

• Academic Discussion Skills A/B： 

AとBは異なるディスカッションの内容を通じて、語彙を増やし、聞き話す力を養う。

プレゼンテーションでは学術的なトピックの発表を筋道立てて行う。 

• Academic Reading Skills A/B： 

多読と精読を通じて語彙の知識を深め、読解のスキルを高める。速読の練習を行い、

読解速度を向上させる。 

• Academic Writing Skills I/II： 

Iではパラグラフのアウトラインや構造について学び、語彙の認識と活用のスキルを磨

く。IIでは論理的なエッセイの執筆を行い、さらに豊富な語彙を活用する。 

• Exploring Content: Listening/Speaking A/B： 

AとBでは異なる学術的な内容を聴き、語彙を増やしながら批判的思考に基づき、人文

科学、社会科学、自然科学に関連するトピックに関する知識をつけ、話す力を身につ
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ける。 

• Exploring Content: Reading/Writing A/B： 

AとBでは異なる学術的な内容の読み書きを行うことにより、語彙の知識を深め、引用

や言い換えを用いて文章を要約するスキルを伸ばし、批判的思考を使って書く力を付

ける。 

 

《選択科目》 選択科目は多様なニーズに応じて次の４つの科目群から選べます。 

＜Critical Thinking and Creativity＞ 批判的思考力と創造性を身につける 

• Presenting Research 

• Writing Research Papers 

• Media Literacy 

• English through Literature  

• Topics in Language Study 

• Topics in Arts and Sciences 

＜Academic Preparation＞ 留学準備のために４技能試験に備える 

• IELTS 

＜Effective Communication＞ コミュニケーションの力をつける 

• Business English 

• Pronunciation 

• 英語音声学 

＜Integrated Learning Elective＞ 多読と学習スキルを身につける 

• Extensive Reading 

• Study Skills 

• Intensive English （海外語学研修） 

＜以下の2科目は外国人留学生のみ履修できます＞ 

   日本語Ⅰ（入門） 日本語Ⅱ（応用） 
 

《履修に関する助言》 １年次に必修の英語科目は、大学での学びの４つのスキルを学ぶ基礎となる

科目です。２年次に必修の英語科目では、それらのスキルを使い、２年時にはアカデミックな内容に

ついて学びます。 

 

《その他》 本学がイギリス、アメリカ等の大学で実施している「海外語学研修」の学修の単位認定

制度については、「履修の手引」の「学外学修の単位認定」を参照してください。 
 

第二外国語科目（ドイツ語・フランス語・スペイン語・中国語・韓国語）  
 

《教育目標》 

・異なる言語文化の多様なあり方に接することによって、バランスのとれた国際感覚を身につけ

る。 

・選択必修科目（初級）では、正確な発音、基本的な文法のシステム、日常生活で必要な表現、語

彙を集中的に学び、言語運用に不可欠な基礎的な力を培う。 

・選択科目では、初級で習得した基礎を踏まえ、各自の学問的関心、卒業研究をはじめとした専門

分野の研究にも応用可能な外国語の力を養う。 
 

 

《選択必修科目》 １年次に５つの言語の中から１言語を選び、「初級1」の１科目2単位と「初級2」

の１科目1単位の計3単位を履修することが必修として課せられています。「初級1」は各言語の入

門的な内容で、週２回の授業を半年間（前期）履修します。「初級2」は初級1を踏まえたやや発展
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的な内容で、週１回の授業を半年間（後期）履修します。 

 ドイツ語：中世以来、ドイツ語文化圏は、ヨーロッパ文明を支える不可欠の一翼を担ってきました。

ドイツ語圏の歴史や文化、そしてＥＵ内で主導的な役割を果たしている現在のドイツを知るために

はもちろんのこと、同じ西ゲルマン語に属する英語を客観的に見る視点を養い、類縁の言語を比較

する面白さを味わう機会を得るためにも、ドイツ語の学習を勧めます。 

 フランス語：フランス語は約200年間、国際外交語としての地位を保ってきました。現在でもベルギー、

スイス、カナダ、アフリカ諸国などの公用語または行政言語です。最初は煩雑に思われる文法規則

も、いったん覚えてしまえば正確な読み取りを可能にします。また英語はフランス語の影響を強く

受けて発達してきたので、英語の学習とフランス語の学習は互いに助け合うはずです。 

スペイン語：スペイン語はスペインのみならずラテンアメリカの20か国で公用語となっているほか、

アメリカ合衆国でも2000万人の人々の母語となっています。使用人口は世界で約3億人いると言わ

れ、国際連合の公用語の一つでもあります。広くヨーロッパから、ラテンアメリカの歴史、文化の

理解に欠かせない言語です。 

 中国語：中国語の習得は、歴史的にも同時代的にも、中国を含むアジアを理解する大きな助けとなる

でしょう。また、日本語や日本文化とのかかわりも深い言語を学ぶことで、日本をよく理解するこ

とにもつながります。漢字を用いているとはいえ､習得の困難さは他の外国語と同じですが、その努

力を経て得られるものは大きいはずです。中国・アジアに関心がある人には特にお勧めします。  

 韓国語：韓国語は、文字と発音の習得には少し根気が必要ですが、日本語話者には比較的習得しやす

い言語の1つと言えます。語順は日本語とほぼ同じですし、漢字由来の語彙は発音も似たものが多い

です。授業では、読み書きを含めた韓国語の文法の基礎をしっかり身につけ、韓国の歴史や文化に

直接触れることができる力をつけていきます。 

 

《選択科目》５つの外国語それぞれに、選択科目が設けられています。 

〇読解、会話、総合（２年次以上対象）：各学科専攻科目の履修に際して必要な外国語の基礎力を養

うと同時に、異なった言語文化の多様なあり方に接することで高度の一般教養的な役割を果たすこ

とを目指しています。同じ言語の初級３単位の修得を履修の条件としています。 

「読解」は「読む力」を向上させることを主眼とした科目、「会話」は「聞く・話す力」を向上させ

ることを主眼とした科目、「総合」は文法力や「書く力」を向上させるとともに、各種語学検定に

対応して外国語運用能力を総合的に向上させることを目標とした科目です。 

〇第三・第四外国語としての「初級」の履修（２年次以上対象）：必修外国語として履修した言語以 

外の言語を、選択科目として履修することも可能です。 

 

《履修に関する助言》 

〇「初級」の言語の選び方については、各学科、専攻の履修の助言も参照してください。 

〇「読解」、「会話」、「総合」については、同一授業科目を重ねて履修することができます。 

選択科目を履修する者は、確実な学習効果をあげるために、同一授業科目を継続的に履修する

ことを勧めます。また、総合的な語学力を培うために異なる選択科目をバランスよく履修し、

理解を深めるようにしてください。 

 

《その他》 

〇本学が実施している「海外語学研修」の学修の単位認定制度については、「履修の手引」の「学

外学修の単位認定」を参照してください。 

〇入学前の学外学修の単位認定及び入学前既修得単位の認定については、「履修の手引」の「学外

学修の単位認定」を参照してください。 

 

ギリシア・ラテン語科目 
 

《教育目標》 

・西洋古典語の基礎文法を習得し、原典を読み解く力の基礎を身につけるとともに、西洋の思想・

文化への理解を深める。 
 



2025年度以降入学者対象 

 

 

《選択科目》 ヨーロッパ古典語のギリシア語・ラテン語は選択外国語科目として学ぶことができる。

初級は１年次から、中級は２年次から履修できるが、中級はギリシア語とラテン語の隔年開講であ

る。 

  

《履修に関する助言》 哲学、キリスト教学、さらに西洋文化の用語の大部分はギリシア語・ラテン

語に基づいており、これらの言語に通じることは、哲学やキリスト教学、さらに西洋文化全般の理

解を深めるうえできわめて有益である。またギリシア語・ラテン語の学修は、英語、ドイツ語、フ

ランス語など現代の西洋の言語そのものの学びを深めるうえでも有益である。 
 

AI・データサイエンス科目 
 

《教育目標》 

・AI・データサイエンスの基礎的な手法を学ぶことを通じ、社会におけるその重要性と意義を理解

する。 

・情報通信社会で必要となる、コンピュータやネットワークに関する基礎的なスキルを習得する。 

・多様なデータ分析の方法を理解し、自らデータから有益な情報、知見を引き出すための実践的な

データ分析力を身につける。 

 

《必修科目》 1 年次必修科目である「DS・ICT 入門Ⅰ」では、インターネットや AI・データサイエ

ンスをはじめとした今日の情報通信社会で必要とされる基礎的な技能と概念を習得するため、コン

ピュータの基本操作、インターネット・WWW・電子メールの概念や仕組み、情報の検索と利用、著作

権と引用、ファイルシステム、情報倫理、安全対策、ワープロ・表計算・プレゼンテーションの利

用、データ・AIの社会での活用方法や留意事項などを学びます。「DS・ICT入門Ⅱ」では、実践的に

アカデミックライティング技術やアカデミックなプレゼンテーション技術を習得します。あわせて、

大量のデータについて，基本的な分析方法を学び、表やグラフで的確に表現する方法を身につけま

す。文献・統計データなどから情報を効率良く取捨選択し、自らのレポートや論文、発表資料とし

てまとめる技術を身につけます。 

 

《選択科目》 「DS 基礎」、「Python プログラミング」、「DS のための数学入門」、「機械学習の基礎」、

「情報と社会」、「ネットワークとセキュリティ」など、豊富な選択科目を用意しています。また、

「早稲田大学連携科目」では、フルオンデマンドプログラムにより、場所・時間を選ばず自分のペー

スで、データサイエンスを学ぶことが可能です。2・3・4 年次対象の選択科目及び「早稲田大学連

携科目」を履修するには、「DS・ICT入門Ⅰ」を履修していなければなりません。 

 

《履修に関する助言》 AI・データサイエンス科目では、「DS基礎」、「Pythonプログラミング」、「DS

のための統計」など、実習を交えながら知識やスキルを修得する「アクティブ・ラーニング科目」

を多数用意しています。文系理系を問わず自らの手を動かして、データ分析力や情報技術を身につ

けることができますので、関心のある分野の科目に挑戦してみましょう。特に「DS基礎」はデータ

サイエンスの基礎を学ぶ科目であるため、誰もが積極的に履修することをお勧めします。また、「DS

のための数学入門」をはじめ数学の基礎を学べる科目も複数開講していますので、こちらも文系理

系問わずお勧めです。さらに、場所や時間を選ばずに自分のペースでデータサイエンスの基礎を体

系的に学びたい人は、オンデマンドの「早稲田大学連携科目」を履修してください。データサイエ

ンスや統計分析、データハンドリングについて基礎的な知識・スキルを身につけ、専門分野の学び

や卒業研究にも役立てることができます。 


